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はじめに 

亀山市教育委員会では、市内の小学校の児童数の現状を踏まえ、また、今後の複式学級指

導の充実を図るため、「複式学級指導の手引き」を作成しました。 

平成 29 年３月に小学校学習指導要領が告示され、「何ができるようになるか」を念頭に、

教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力が「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力

等」「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱で整理されました。子どもたちがこれらの資質・能

力を身に付けるために、複式学級においても各教科等の教育課程及び指導の在り方を新しい

学習指導要領にあわせて検討・研究し、確実な実践・推進が求められます。そこで、複式学級指

導の在り方を手引きにまとめ、複式学級の特性や複式学級指導の留意点等を周知し、実践を行

っていく教職員が大いに参考にすることで、その地域・学校にあった教育推進のために役立てて

ほしいと願っています。 

少子高齢化、情報化、国際化等子どもたちをとり巻く環境は近年大きく変化しています。これ

からの変化の激しい社会を力強く生き抜いていくための力を子どもたちが身に付けられるよう、

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善が求められています。  

複式学級の指導方法として「直接指導」「間接指導」があり、それに伴う「ガイド学習」があり

ます。教師が一方の学年の子どもたちを指導している間、もう一方の学年の子どもたちはガイド

役の子どもを中心に協働して自分たちで学習を進め、考えを広げ深めるものです。この「ガイド

学習」によって課題に主体的に取り組む子どもたちの姿は、新しい学習指導要領が目指す「主

体的・対話的で深い学び」に通じるものであり、複式学級に限らずすべての学級での学習指導

のヒントとなるものであります。  

本手引きを活用し、異学年で学ぶことのよさに目を向け、一人ひとりの子どものよさや可能性

を把握し、個に応じた指導が行われますとともに、複式学級指導の充実に努めていただきたいと

思います。 

令和 4年 12月  

亀山市教育委員会 
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１．複式学級指導とは 

 〇複式学級（複数学年を１学級で編制した学級）において、その特色に応じた学習方法で行

われる指導を複式学級指導といいます。 

 

２．複式学級編制の基準 

 〇複式学級の児童生徒数は、小学校では１学級１６人（１年生を含む場合は８人）中学校では

８人が上限です。（公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律

第３条）例えば２つの学年の児童数を足して、１６人を超える場合は、複式にはなりません。

（現在のところ、三重県教育委員会独自の基準として、小学校６年生を含む場合は１４人とい

う基準もありますが、予算の状況もあり年度ごとに基準は更新されます） 

 

３．複式学級における教育課程編成の根拠 

 〇学校において２以上の学年の児童で編制する学級について特に必要がある場合には、各教

科、道徳、外国語活動及び特別活動の目標の達成に支障のない範囲内で、各教科、道徳、

外国語活動及び特別活動の目標及び内容について学年別の順序によらないことができる。

（小学校学習指導要領総則 第２ ５、中学校学習指導要領総則 第２ ４  参照） 

 

４．複式学級の特性を生かす 

  〇複式学級では、授業において学年別に授業することがあります。２つの授業を１人の教員が

担当するわけですから、必然的に、単式学級以上に児童だけで学習を進めなければならな

い状況が生まれます。これは短所のようですが、児童の主体的な学びの場面として生かせ

ば長所となります。 

  〇複式学級指導にあたって、教師は、児童が自分たちで学習が展開できるよう、事前に本時

の目標を明確にし、直接指導しなくとも児童が学習できるような展開を考え、それを児童に

よく理解させたり、慣れさせたりするとともに、学習をリードするガイドを育成していく等の方

法上の工夫をしていく必要があります。このことにより、教師が一方的に教えるのではなく、

児童自らが進行し、考えを発表し、話し合う、児童が主体的に学ぶ授業となります。 

〇また、間接指導の時間を通してどのようなことを児童が考えたのか捉えられるように、ノート

に振り返りを書いてまとめる活動を行うことで、その振り返りをもとに次時を展開することが
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できます。 

〇このような複式学級の指導は、教育基本法や学校教育法、学習指導要領等が求めている

主体的に学習に取り組む態度を養い、学力向上につながる可能性に満ちた指導であるとい

えます。 

〇複式学級のよさを生かすためにも、教師は、単式学級と同じ指導法を複式学級に持ち込む

のではなく、「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえ、指導観を見直し、児童の実態に

適した複式学級にふさわしい指導を実践する必要があります。 

  〇一般的に、下記のような特性があると考えられます。複式指導を進めていくうえで、これら特

性を知ることは、とても大切なことと考えます。 

    ・２つの学年の児童によって編制されている学級である。 

    ・学年の枠を超えた社会を形成している学級である。 

    ・学年の組み合わせにより、学級の構成人数が毎年変わる学級である。 

    ・少人数学級である。 

    ・学年等の割合がアンバランスになりがちな学級である。 

  〇複式学級のよさとしては、 

    ・異年齢同士の協力的な態度を養いやすい。 

    ・一人ひとりの存在感や役割を持たせやすく、リーダー性を育てやすい。 

    ・自分たちで学習を進めていく場面が多く、自主的、協力的な学習態度を育てやすい。 

    ・一人ひとりの児童によく目が行き届き、丁寧に指導することができる。 

    ・児童同士や、児童と教師の関わりが濃く、温かい雰囲気が醸成されやすい。  

〇複式学級指導上の課題  

・当該学年の発達段階にそぐわない内容を学習する場合がある。  

・直接指導を行う時間が短くなる場合が多い。  

・下学年児童の依頼心が強くなる傾向があり、学級になじむまでは配慮を必要とする場合

がある。  

・等質的な行動や同調的な発言が多くなりがちで、多面的、発展的な考え方を育てる配慮

を必要とする場合がある。  

・実験や作業等、一人あたりの負担が大きくなりやすい。  

〇この他にも、複式学級を有する小学校の教職員集団も小規模となるため、学校において
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は、校長、教頭のリーダーシップが発揮しやすい、教員が個性を発揮しやすい、共通理解

が図りやすい、といった長所があります。 

〇一方、会議や研修等の出張に出かけにくい、一人で多くの校務分掌を担当するため多忙

になる、といった課題もあわせもっています。 

   〇このような複式学級の特性、複式学級を有する学校の特性を理解したうえで、複式学級で

育つ児童のために、より豊かで充実した教育が積み上げられるよう工夫し、教育課程を編

成する必要があります。 

 

５．複式学級指導の基本的な方針（取り組む視点） 

〇少人数学級の特性を生かした教育活動の推進 

・学校教育施行規則では、「学級が１２～１８学級を標準」としそれ以下を「小規模校」としてい

ます。これまでも、市内においては、長年にわたり小規模校が地域の学校として、特色ある学

校経営が展開され、教育活動が推進されてきました。しかし、近年、児童数は地域によって

年々減少してきており、複式を有する学校が増加傾向にあります。１学級１０数名の学校も含

めて、少人数学級の特性を生かしてこれまで以上に教育活動の推進を図る必要があります。 

 〇児童の少ないことを優位な条件としてとらえる 

・ある学校では、学年や学級の枠組みだけではなく、全校児童による教育活動を計画し、特別

活動での主体的・自主的な活動として異年齢集団による特色ある教育活動を展開し、児童

一人ひとりが主役となり活動を有意義なものとしています。またある学校では、地域の環境で

ある自然や社会、人等を生かした体験的な活動を積み上げ、自然とのふれあいや地域社会

とのふれあいを通して豊かな感性が培われており、どの子も生き生きと学校生活を過ごして

います。こうした実践は児童の少ないことを優位な条件としてとらえ、地域の特性を踏まえ児

童一人ひとりのよさや持ち味を生かして教育効果を上げているものですし、まさしく小規模校

のよさがここにあるといえます。 

 〇学校運営協議会での熟議・・・・小規模校においては、特に地域や保護者との活発なかかわ

りが不可欠です。人数が少ない分、活動が取り組みやすいという利便性・機動性がある反

面、準備や支援など、行事の内容によってはマンパワーが不足になる場合があります。学校

運営協議会等で、学校行事や子どもたちに求められる力の育成等に必要な活動を話し合う

中で、積極的に地域に働きかけ、地域の人材を活用することができないかなど、協議すること
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が効果的だと考えます。定期的な協議会での児童の様子の共有や必要に応じて学校行事

や地域行事との融合や共催など取組方針についても、話し合うことが重要です。 

 〇発想の転換・・・・・「複式学級だからできること」「複式学級だからこそ」という視点で、指導

方法や指導体制を工夫・改善に取り組んでいくことが重要です。 

 〇学校全体で・・・・・・複式学級指導はその担任のみが考えることではありません。学校全職員

で、校内研修のテーマの一つとして、指導方法や指導体制について、研

究し、指導内容の蓄積も含め、取り組んでいくことが大切です。 

 〇教科指導の確かな力・・・複式学級指導でも、教科のねらい（つけたい力）を意識し、その力

を確実に身につけさせることをめざして、授業を組み立てることは言うま

でもありません。 

 〇学級経営・・・・・・・・異学年集団であることを生かして、支持的風土※１づくり等の学級の支え

合う雰囲気を醸成することが大切です。 

※１「支持的風土」とは、失敗や間違いが気持ちよく受け入れられる環境。どの子ど

もにとっても居心地がよい環境。学び合いのある環境をいう。 

〇指導上の基本姿勢としては、 

①教師が教え込むという立場ではなく、児童自らが学んでいく立場から学習指導過程を

組むようにする。 

②２つの学年の学習内容を分析し、類似内容指導、同内容指導※２を明確にする。 

※２・・・P12「同単元指導」参照 

③一斉指導に終始することないように、学習形態や資料、教材、教具、の工夫をし、一人ひ

とりが意欲的に学習に取り組むようにする。 

④学習の進行に必要な約束（きまり）を明確にし、複式指導の中で、児童だけでも学習が

進められるように学び方を定着させる。 

 

6．複式学級を生かした教育課程編成における留意点 

（１）教育課程の編成 

教育課程を編成するとき、まず法令で定められている学校教育の目的や目標に基づき、児

童や地域、学校の実態を踏まえて教育目標を設定します。次にそれらの目標を達成するため

に、各教科等について、授業時数との関連において総合的に組織した教育計画を作成しま

す。 教育課程は、全教職員の協力のもと、校長の責任において編成します。 
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さらに、学校全体として、教育目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点

で組み立てていくこと、教育課程の実現状況を評価してその改善を図っていくこと、教育課程

の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと等を通し

て、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと

（カリキュラム・マネジメント）に努める必要があります。  

 

（２）小規模学校における教育課程編成上の留意点  

複式学級は、小規模であるという特性をもっています。小規模学校における教育課程編成

については、次の点に留意する必要があります。 

○小規模校の特性を生かす教育課程の編成を工夫します。少人数のよさに目を向け、児童一

人ひとりのよさや可能性を把握し、個に応じた指導を可能な限り実施します。また、恵まれた

自然環境や伝統的行事・文化等、地域の資源を生かし、特色ある教育活動を展開します。

さらに、地域における開かれた学校をめざし、地域連携の在り方を検討し、地域の教育力を

生かします。 

○１日の生活時程や週当たりの授業時間表を作成する場合には、児童の通学距離や交通条

件あるいは季節等に十分配慮します。  

○現状より、多人数での活動がより効果的であると判断される場合には、合同での学習を工

夫します。【合同学習】 

○近隣の小学校や中学校との交流や地域との交流を積極的に行います。【集合学習】【交流

学習】 

○コンピュータ等の情報機器の活用を工夫し、情報の活用、発信を通して児童の視野やつな

がりを広げるとともに他校との交流を図り、幅広い見方・考え方を身に付けさせ、多くの人々

とのかかわりを通して自主性や積極性を育みます。 

 

（３）複式学級における教育課程編成上の留意点  

複式学級では、２つの学年の児童で１つの学級が編制されている関係上、異なる学年が、同

じ内容によって同時に学習する等、単式学級とは異なった学習形態や指導方法で学習する場合

が生じてきます。  
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そのため、学習指導要領に示されている各教科の学年別の目標、内容や学年別に編集され

た教科書の内容の順序によりがたいことが生じます。そこで、学習指導要領総則「第２教育課程

の編成 ３教育課程の編成における共通的事項 (1)内容等の取扱い オ」において、 

と規定し、特例として認めています。 

教科等によっては、学年別の順序によらない同単元同内容同程度（Ａ・Ｂ年度方式）等の指導

計画を作成して指導する場合が多くありますが、その法的な根拠は、この学習指導要領総則の

記述にあります。  

ただし、学年別の順序によらないことが認められているのは、「２以上の学年の児童で編制す

る学級について特に必要がある場合」のみであり、単式学級においては、学年別の順序による

必要があります。 複式学級の教育課程編成については、この特例の趣旨を踏まえ、次の点に留

意する必要があります。 

○複式学級においても、「特に必要がある場合には」、「目標の達成に支障のない範囲内で」

という趣旨に留意する必要があります。学年ごとに目標や内容が示されているのは、順序性

や系統性に配慮されているからです。例えば、理科の「電気の通り道」（３年）と「電気の働

き」（４年）、「物の溶けかた」（５年）と「水溶液の性質」（６年）等、学習に順序性や系統性

がある内容については、学習の順序が逆にならないようにしなければなりません。 

○複式学級における教育課程の編成の特例の趣旨を踏まえ、各教科等の複式学級の年間 

指導計画を作成します。 

・学校教育法施行規則第 51 条の別表第１で示されているとおり、各学年において標 

準授業時間数が異なっていることに配慮すると同時に、第１学年と第２学年、第３学年と

第４学年においては、学年の年間総授業時数が異なってくることに留意して年間指導計

画を作成します。  

○教科の特性や児童の実態に応じて指導形態や指導方法を工夫します。 

     ・教科や児童の状況に応じ、弾力的に考えます。 

     ・間接指導の時間に十分学習効果をあげるために、児童が主体的に学習する力を高めま

す。 

 

学校において２以上の学年の児童で編制する学級について特に必要がある場合には、各教科及び 

道徳科の目標の達成に支障のない範囲内で、各教科及び道徳科の目標及び内容について学年別の順 

序によらないことができる。 
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７．複式学級の授業方法 

（１）学年別指導（複式指導） 

複式学級で同時に両学年に指導を行おうとすると、どうしても学年別に交互に指導すること

になります。この方法を「わたり」といっています。その際、一方の学年に指導している間、もう一

方の学年は自学自習の学習方法をとっています。前者を直接指導、後者を間接指導といって

います。 間接指導は、学年別指導をした場合に、直接教師が言葉かけをしていない状況をい

います。間接指導といわれるのは、児童の自学自習の時間にも教師の指導が及んでいるから

です。直接に言葉かけはしていなくても、その自学自習の進行について他の学年の指導にあ

たりながら、常に気を配る必要がありますし、自学自習の前に直接指導等によって、児童が学

習の見通しをもてるようにしなければなりません。 

①直接指導  

      複式学級の学習指導では、直接指導の場面だけを「指導」と考えてしまいがちである

ことから、次のような状況を招くことがあります。間接指導の有用性を踏まえた直接指導

の在り方について考える必要があります。  

〇直接指導の時間の指導内容が量的に多くなりがちになったり、指導の進度が速くな

りがちになったりする。  

〇教師の一方的な教授が多くなり、結論だけが強調されがちになる。  

〇教具や資料等を用いず、教師の言葉だけの指導が多くなりがちになる。  

〇指導が一斉指導の形態に固定され、個に応じた指導がなされにくくなる。  

〇学習指導が一方の学年のみに行われがちになる。 

②間接指導  

      間接指導の時間は指導が「空白」になる時間と捉えられてしまうことがあります。その

ため、複式学級は単式学級の半分の学習効果しかあがらないのではないかという心配

が生まれてきます。実際の指導でも、間接指導の時間は直接指導とつながらないドリル

や作業に終始してしまう事例もあるようです。 複式学級の学習指導の効果を高めるた

めには、児童がこの間接指導の時間に積極的に学習できるようにすることが大切です。

そのためには、教師自身がこの間接指導の時間の意義を認めることが必要です。 

つまり、間接指導の場は、児童の自発的な学習態度を育てるための絶好の指導の場

であるという指導観に立って、毎時間の指導過程を考えることが大切です。なお、間接指
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導の時間に限らず、直接指導や単式学級の指導においても、一人でじっくり考える、数人

で話し合う、討論する、繰り返し練習する等、様々な「間接指導」を取り入れる必要があ

り、間接指導の有用性について改めて考える必要があります。  

間接指導の時間に、児童が自発的・自主的に学習するためには、少なくとも次の４点

について留意することが必要です。  

〇学習の目標や流れをはっきりつかませるようにすること 

〇学習の約束（きまり）※1について、児童とよく話し合っておくこと 

〇学習指導の効果をあげるために、課題提示の仕方を工夫すること 

〇直接指導の時間に学習の進め方のモデルを教師が姿で示すこと 
※１  複式学級において、教師が一方の学年やグループの指導にあたっている時は、もう一方の学年やグループの児童は原則と

して教師に話しかけないというような簡単なきまりや、声の大きさを各自がその場の状況によって調節することによって、上下

両学年の声が錯そうすることで生じる混乱や停滞を克服することが可能となります。また、個人学習からペア学習へ、さらにグ

ループの学習へといった学習形態に関わるきまりがあると、話合い方に見通しをもって学習することができます。 複式の学習

効果を高めるためには、こうした学習のためのきまりづくりを大切にする必要があります。もちろん、学習規律づくりだけに力が

入りすぎて、子どもらしい自由な活動を極度に制限することのないよう注意することも大切です。  

また、間接指導の時間に学習する内容は、その時間の直接指導の内容と関連のあるものの方が好ましいといえます。よく、

他教科のプリント等、その時間の直接指導の内容と全然関連のないものが取り上げられることがありますが、このような方法

をとる場合、複式学級の指導の良さが生かされないということになって、学習の効果は期待できません。 

③「わたり」と「ずらし」  

      複式学級の学習指導において、直接指導、間接指導が行われるにあたり、「わたり」

や「ずらし」が行われます。これらは複式学級の学習指導特有の用語です。  

〇わたり ・・・・・・・・ 

      複式学級では２つの学年の児童が同時に学習するわけですから、教師としては、学

年差や能力差に対する指導上の配慮が必要になります。そこで、両学年の間や、グ

ループの間を移動して指導することになります。このように「渡り歩く」指導形態のこ

とを、「わたり」とよんでいます。  

〇ずらし ・・・・・・・・ 

        わたりの指導形態においては、直接指導と間接指導の時間があります。そのため

には、学習過程を組むとき、両学年あるいは各グループが同時に直接指導の時間に

ならないよう、どちらか一方を「ずらし」、交互にわたりができるようにするわけです。

学習過程の場面を「ずらす」ためには、各場面の学習内容や学習時間に無理のな

いようにすることが大切です。このように、学習の場面をずらすことを「ずらし」とよん

でいます。  各学年の１単位時間の中での学習過程の場面を、①課題把握→②追
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究Ⅰ→③追究Ⅱ→④考察の４場面として考えたとします。単式学級で授業をするな

らば、①から④の場面がそれぞれの教室で同時に展開されます。 

        しかし、複式学級において、課題把握の場面を教師が直接指導したいと考えた場

合、一方の学年が課題把握を行っている間、もう一方の学年は場面をずらして、別の

場面の内容に取り組みます。これが「ずらし」です。ずらすことにより、どちらの学年の

課題把握も教師による直接指導が可能となります。 

  学習の進展過程や内容によって、どちらの学年をずらしてもかまいません。いずれ

にしても、ずらしたことによって、時間的に間接指導の時間が生じます。そこで、たとえ

ば、終わりの時間帯に発展的な問題を設定したり、次時の導入として課題把握の時

間にしたりするといった工夫が考えられます。一方、初めの時間帯では前時までの学

習を振り返る時間や、前時の学習内容の発展課題に取り組む時間にするといった工

夫が考えられます。あくまで基本型であり、弾力的に考える必要があります。 

  これらの「わたり」「ずらし」といった複式学級の学習指導特有の用語があること

から、複式学級指導は特別な指導であるといった印象をもつかもしれません。複式

学級指導に取り組んだばかりの時期には、「今日は計画通りうまくわたれた」といっ

た教師自身の動きのみを取り上げ授業を評価しがちになります。授業を振り返る際

に大切なのは、「その時間の目標を児童が達成するための教師の支援としてわたる

タイミングは有効であったか」、「ずらしは効果的であったか」ということであることを

忘れてはいけません。よい授業は、「教師がうまくわたれた授業」ではなく、「児童が

目標を達成できた授業」です。 

④ガイド学習 

ガイド学習は、間接指導をより  

充実させるために考え出された学

習の形態の 1つで、学習集団の

中から「ガイド」役の児童を決め、

そのガイドが教師との話合い等に

より立てた学習進行計画にそって

授業を進める方式です。学年別指

導の中で、以前から様々に工夫さ
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れ、取り入れられてきました。ガイドを中心に児童が協力して学習することで、間接指導

の質を高めることをねらいとしています。ガイド学習は、間接指導を効果的に進めるだ

けでなく、児童の集団意識を高め、社会性を育てることや、教師の指導による受け身の

学習ではなく、主体的、能動的に学習する態度を養うことを目指します。学習指導要領

における「主体的・対話的で深い学び」というキーワードに代表されるように、単式、複

式といった学級編制の形態に関わらず、主体的、能動的な学びの充実が求められてい

ます。１時間中教師の声が響く授業スタイル、教師のこまかな指示を受け児童が活動

する授業スタイルから、児童が主体となって児童の声で学習を進める授業への転換が

必要です。そういった意味で、このガイド学習は今求められている授業のスタイルそのも

のともいえるでしょう。ガイド学習は、低学年、中学年、高学年と、発達の段階に即して、

単純な学習から複雑な学習へと移行していきます。低学年や初めて複式学級となった

学級においては、ガイドは例えば教師の作成した「学習ガイド」（カード）をもとに進行

する経験を重ね、ガイド中心に学ぶ学習集団づくりの基礎を養います。そのような経験

を積み重ねながら、中学年、高学年と進む中で、学習ガイド（カード）がなくても進行で

きるようになり、さらには、話合いの学習において、話し方や聞き方の積み上げによっ

て、既習の知識と関連させながら、また他者の発言と自らの考えを関連させながら考え

たり発言したりできるようになっていきます。学級のだれもがガイドとしての役割が果た

せるように順番に経験を重ねていくことで、より協力的に、主体的に学ぶことのできる

集団に育ちます。 

（ア）ガイドの役割 

ガイド学習におけるガイドの役割（例示） 

１ 学習の準備

を確認する 

複式学級においては、特に児童が学習準備に参加することが大切

です。ガイドに限らず、児童全員が準備をしながらどんな資料や教材

を使って、どんな活動を行うか予想することができ、主体的な学びへつ

なげることができます。 

２ 学習の進行

をする 

学習の進行は、ガイドの役割の中心といえます。学習を進行するに

は、学習のねらいや内容の見通しがもてていることはもちろん、進行の

手順も定まっている方が好ましいといえます。  

３ 学習の約束

（きまり）を

確認する 

学習技能の定着と同時に、話合い活動を展開するガイド学習にお

いては、学習規律を整える仕事がとても重要です。ガイドを中心に互

いに声をかけあいながら学習規律を整えていけるようにします。 
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４ 学習の目

標・まとめを

確認する 

学習を進めていく中で、早く目標が達成できる児童や、じっくり時間

をかけて取り組む児童等、個によって違いがあります。ガイドは、他の

児童とも協力しながら、全員が目標を達成できることを目指します。 

[参照：へき地・小規模・複式学校の特性を生かした学習指導（指導方法）．全国へき地教育研究連盟編．平成元年３月 31 日] 

 

（イ）ガイド学習の留意点  

〇学習ガイド（カード）には、ガイドがそのまま読んで進行できるよう、下図に示すように、

話し言葉で流れを書いておく等の工夫をします。経験を重ねれば、簡単な進行メモで

学習が進められるようになります。  

〇ガイド学習は、始めて間もなくの慣れない間は、ガイドだけでなく学習集団全員に学

習ガイド（カード）を配付するなどをし、だれもが流れを理解し、助け合いながら学習

を進められるようにします。 

○ガイド学習を始めて間もなくは、リーダー性のある児童をガイドにすると学習が進め

やすいですが、学級のだれもが順番にガイドとしての役割ができるように経験を重ね

ていくことで、より協力的に、主体的に学ぶことのできる集団に育ちます。  

○ガイドの進行がうまくいかず、話合い等の学習活動が停滞していた場合、すぐに教師

がガイドにとって代わるのではなく、どう進めたらよいかについてガイドを支援します。

時には教師がガイド役をやって見せる（例示する）方法もあります。教師が、ガイドの

進行のよさをほめ、価値付けることで、ガイドが自信をもって進行できるようになって

いきます。ガイド学習は、ガイドの児童が教師との分業で学習を進行することだけが目

的ではなく、学習の仕方を学んだり、主体的な学習態度を身に付けたりすることを目

指して取り組んでいくことが大切です。  

○両学年ともにガイド学習をする同時間接指導においては、教師はどちらの学年にも

気を配り、全体を見渡し、必要に応じてガイドやそれぞれの学習集団を支援する必要

があります。学級のガイド学習についての成熟度が高まり、経験を重ねる中で、学習

集団が「自ら学ぶ集団」へと育っていき、教師の出番も少なくなってきます。児童の主

体的な活動を通して、よりねらいにせまる学習となるよう支援することが大切です。  

〇学習ガイド（カード）記入例 

 

１ 「今日の学習をはじめます。今日のめあてを読みましょう。」 

２ 「今日の日付とめあてをノートに書きましょう。」 
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３ 「今日の問題を読みましょう。」 

４ 「意味の分からないところはありませんか。」 

５ 「15 分まで、考えてください。」 

 （中 略） 

９ 「自分のとき方を発表してください。」 

10 「付けくわえや別の考えはありませんか。」  

11 「質問はありませんか。」 

12 「今日のめあてをもとに、学習をふりかえります。ふりかえりをノートに書きましょう。 

  （後 略） 

 

（２）同単元指導 

２個学年を同じ単元（教材）によって指導する。原則的には隣接する２個学年の少人数の児

童で編制されているという複式学級の形態を生かし、指導の効率化、深化を図り、児童の協

力的学習を促すことを重視し、共通するねらいをもった学習内容を組み合わせて同時に指導

することです。 

①同単元類似内容指導 

２個学年の児童に対して類似の内容を指導します。例えば、算数科において「特徴や

傾向を調べること」は、第３・４学年で共通で学習する内容です。そこで、第３学年の児童

に、「表と棒グラフ」、第４学年の児童に「表と折れ線グラフ」を指導することがあります。

こうした指導では、学級内の児童が同じような問題に取り組むので、好ましい雰囲気をつ

くることができます。また、前述の複式学級の特性を生かすことも可能ですが、一方では

それぞれの学年において類似する内容をうまく組み合わせるといった工夫も必要となって

きます。 

②同単元同内容指導 

２個学年の児童に対して同一内容を指導します。これは、指導の目標と内容の同一性

を追究したもので同内容指導といわれます。この指導は、単式学級での指導に近いもの

があります。同内容指導を行う場合、学年の違いによって、実現すべき目標の程度を変え

ることがあります。これを、「同内容異程度指導」と呼称しています。これに対して、学年の

区別をしないものを、「同内容同程度指導」と呼称しています。 

 

（３）合同授業（２学級以上の児童が一緒に学習をする学習形態）合同体育や全校音楽 

複式学級や欠学年があり少人数の学級で学習しなければならないという実態がある場
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合に、多人数での学びによってもっと学習意欲を高めたい、経験領域を広げたい、社会性を

伸ばしたいという意図で、学級や学年の枠をはずした学習集団を編成して学習する形態を

合同学習といいます。例えば、低学年と中学年が一緒に学習したり、下学年（１・２・３年）と

上学年（４・５・６年）に分かれたりして学習する形態があります。集団の規模を大きくするこ

とによって、集団で思考する力を伸ばしたり、多人数での活動を楽しんだり、協力して活動す

るよさを感じたりすることができるようになります。少人数であるために、学習活動を十分行

うことができない活動の例としては、  

・多様な考えを交流させ、新たな見方や考え方を構築する学習活動  

・体育でチームプレーを必要とする活動  

・音楽の合奏や合唱 等  

があげられます。合同学習の実施にあたっては、以下の点に配慮します。  

○合同学習のねらいを明確にする。  

○学習効果を高めるために各学級担任の協働体制を築く。 

合同学習においては、複数の教師による指導体制がとられますが、指導の立案、実施

にあたっては、主担当を中心に、その他の教師による協働によって進めます。  

○各教科等に留まらず、学校経営全体の計画へ位置付ける。 

合同学習は、「写生会」「音楽会」「運動会」等の学校行事に関連して、教科の学習

が全校一緒に行われる場合がありますが、各学校において十分検討し、年度当初に

綿密な指導計画を立てて実施することによって、効果があがります。  

○学年差や個人差等を考慮し、一人ひとりの児童に細かく配慮する。 

学年により能力差の異なる児童が共通の学習課題に取り組み、充実感、満足感をも

って学習の喜びを味わえるようにするため、教師は一人一人の実態を的確にとらえ、

それをふまえた指導計画を立て、適切な指導法を用いる必要があります。  

○下学年の児童の自主性・主体性が伸ばせるよう配慮する。 

上学年と下学年の組合せで行う合同学習では、下学年の児童は上学年の児童に頼

りきってしまう姿がよくみられます。そのため、下学年の児童の自主性・主体性を培う

ためには、十分な配慮をすることが大切です。  

○時間割の編成を工夫する。  

合同学習は、音楽、図工、体育、特別活動（単式学級であっても小規模の場合は生活
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の学習も）等幅広く行われていますが、時間割も合同学習を行いやすいよう配慮して

おきます。  

例えば、中学年と高学年の合同で音楽を行うことが予想される場合、中学年の音楽

を３時間目に、高学年の音楽を４時間目に配当しておき、中学年の４時間目は担任の

担当教科を、高学年の３時間目は高学年の担任教科を位置付けておくことで、自由

に動かすことができるようになります。 

 

（４）集合学習（近隣の２校以上の児童を一か所に集めて学習する学習形態）４校交流 

合同学習の実施によって集団の規模を大きくし学習を進めれば効果はありますが、身体

差、能力差の問題を解消するためには困難な面もあるようです。そこで、同一学年の集団規

模を大きくし、高め合うために考えられたのが、隣接校との集合学習です。全国の多くの学

校で、近隣校同士で工夫して行われてきている例が多数見られます。２校以上の児童が集

合し学習するため配慮することも多くありますが、児童にとっては新鮮な活動経験にもなると

ともに、能力を発揮するよい機会となりますし、複数校の集合であるため教員の専門性をよ

り生かすこともできます。総合的な学習の時間で毎年一緒に活動する等、実施校同士の連

携により集合学習が定着しているところもあります。主な活動には、学校行事や、各教科等

の学習があげられます。集合学習のできる望ましい学校間の条件には、  

〇両校が近距離にあり、移動のための交通機関が確保できること。  

〇学校の立地条件（海辺の学校、山の学校等）が似かよっていること。  

〇児童の生活環境、生活経験がおよそ共通していること。 

〇両校の児童保護者に理解があること。  

があげられます。移動のための交通機関が確保できることが、集合学習を可能にするうえで

特に大切な条件となります。  

     集合学習の実施にあたっては、以下の点に留意します。  

〇集合学習のねらいを明確にする。  

〇年間指導計画に位置付け、計画的に取り組む。  

〇協力的な指導組織づくりをする。指導の効果が高められるよう各校の教師の指導組織

づくりをし、指導案にも位置付けます。  

〇事前・事後の指導を充実させる。集合学習のねらい等を児童に伝え、事前指導を十分
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に行い、進んで学習できるようにします。また、事後には振り返りを行い、以後の学習に

自信と意欲をもたせるようにします。  

〇活動の記録をとり、児童の姿をもとにした振り返りを教師間で共有し、次の活動に生か

す。 

 

（５）交流学習（学校規模や生活環境の異なる学校同士が、姉妹校的な関係を結び行う学習方

法、学校行事をいっしょに行う、電子メールの交換やビデオ会議、特別支援学校

とのふれあい活動などもこれにあたります） 

全く異なった環境の中で学習や生活を体験させることにより、児童の生活経験を広げ、豊

かな人間性を育てたいという意図により生まれた学習形態です。ＩＣＴや先端技術を活用し、

遠隔での授業により一緒に学習することも可能になってきました。地方の学校と都市の学

校、山間地の学校と海辺の学校が交流し、互いの学級で学習したり生活したりします。県内

同士、または県境を越えて、交流学習を行ってきた例も多くあります。日数は、一日の場合や

数日間ということもあります。他校と交流することによって、多様な情報による視野の拡大や、

社会性がより豊かになる等、互いの学校の学習の質を高めるうえでも効果があります。交流

学習を実施するにあたっては、以下の点に留意します。  

〇交流学習のねらいを明確にする。  

〇学校間で協議したうえで、年間指導計画に位置付け、計画的に取り組む。  

〇交流する学校のある地域や学校の実態について、事前の打ち合わせで、教師が十  

分に把握しておく。  

○協力的な指導組織づくりをする。  

○事前・事後指導を行い、交流学習をより効果的に実施する。  

交流する学校のある地域や、学校の実態、実施のねらい等を児童に事前に伝えたうえで、

さらに保護者や地域の理解、協力も得て交流学習を行うことで、児童がより主体的に取り

組むことができるようにします。交流学習の後も、手紙や電子メールによって各校での学習

の成果等を継続して交流することで、それぞれの学校での学びの深まりが期待できます。 

 

８．複式学級の学習指導過程 

  複式学級における学習指導過程は、学習する教科や内容、指導方法によってさまざまですが、
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児童が毎時間具体的に課題を解決するための基盤となるものです。複式指導を効果的に進め

る学習段階として、一般的に次のような学習プロセスが考えられます。 

 

学習プロセス 指導上の留意点 

①問題把握 〇本時のねらいを明確につかみ、意欲を持たせる。（課題設定） 

②課題追求 〇仮説を持ち方法を考え、解決に向かって努力をする。（解決努力） 

③解決・定着 〇解決した結果を確かめ、類似の問題を解きまとめる。（定着） 

④活用・発展 〇発展的な課題の解決に努めたり、活用場面を考えたりする。 

（習熟・応用・評価・発展） 

 

 

小規模校・複式学級指導の特性を積極的に生かす教育の推進 
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９．複式学級における学習指導方法の工夫・改善 

（１）教師の心構え  

①一人ひとりをよく理解すること  

少人数であっても、一人ひとりの学習や生活の状況を理解することは、決して簡単なことで

はありません。学校内外の全ての時間的空間的諸条件

が、一人ひとりをよく理解する材料となります。詳しく知るた

めに、学習面や生活面等様々な角度から児童を観察し、よ

く理解することが大切です。一にも二にも、児童を丁寧に

見取ることが、複式学級の指導では全ての出発点です。  

②「じっと待つ」心のゆとりをもつこと  

少し困っている姿を見かけたら、それが児童の成長の好機ととらえ、まずしっかり見守りまし

ょう。すぐに手助けしたり、早く進めようと引っ張りすぎたりしないようにします。学習の主体は

児童です。教師は時に後方から見守り、しゃべりすぎないように気を付け、児童の学びの状況

を見極めようとする心のゆとりをもちましょう。  

③過保護にしないこと  

    教師の親切心が知らず知らずのうちに、児童のやる気をそいだり、依頼心を高めたりするこ

とがあります。特に、極小規模の複式学級の場合に気を付けます。今まで単式学級にいた教

師が急に人数の少ない複式学級の担任になると、人数が少ないのだからしっかりはたらきか

けようと思い、かえって児童の成長を阻害してしまうことがあります。教師が指導することと、児

童にまかせることを、はっきり分けることが大切です。あくまでも、児童の主体性、自主性、創造

性を育むことに主眼をおいた教育活動に取り組むことが大切です。  

④きびしさとやさしさを備えること 

    家庭的な雰囲気の中にも、教師は指導者であることを忘れないようにします。きびしさ、やさ

しさを合わせもった教師であることが大切です。  

⑤しっかりほめること  

限られた人間関係の中で、教師の関わりが児童に与える影響はたいへん大きなものです。

ほめるべき時にはしっかりほめ、児童の自己肯定感を高めていくはたらきかけをしていくことが

大切です。自己肯定感を高めていくことは、児童が中学校、高校、大学と規模の大きな学校や

社会に出ても、ひるまずに、自信をもって学んでいくための原動力になります。  
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⑥児童と一緒に活動すること  

複式学級のように少人数の学級においては、教師が身をもって示したり、児童とともに活動

したりすることが、児童の活動への意欲を高めたり活動の幅を広げたりすることにつながりま

す。特に、低学年や学年初めは、児童とともに活動することが大切です。  

⑦教師間の協議・情報交換をすること  

    ①～⑥は、複式学級指導にあたる教師の一般的な心構えとして示しましたが、複式学級だ

けでなく、へき地・小規模の単式学級や、大規模校の単式学級にもあてはまります。 上記の

教師の心構えを参考に、学校や学級の実情に応じて、教師間でよく語り合うことが大切です。

楽しく、有意義な「職員会議」「研修会」になるようにし、授業の進め方、児童への対応等を話

し合いましょう。また参考図書や「手引き」、実践事例等を読んだり、県内外の研究会等に出

かけたりし、複式学級の指導についての研修、研究を深めましょう。  

 

（２）ノートのとり方の指導の工夫  

    ノートをとることには様々な意味やねらいがありますが、複式学級の間接指導においては、

教師が児童一人一人の考えを捉えるための特に重要な材料となります。ノートに書かれた児

童の取組の様子や考え方のよさをもとに、次の授業を展開したり、取組のよさをほめ、価値付

け、学びの質を高めたりすることが大切です。児童の学習ノートを上手に活用する工夫をしま

しょう。 そこで、ノートには、日付、学習のめあて、自分の考え、友達の考え、学習のめあてをも

とにした振り返り等を書くよう指導します。日付を書く位置や、学習のめあての書き方、色鉛筆

の使い方、振り返りの書き方等を、学校全体で共通のものにし、学び方の積み重ねにより記録

の仕方や考えの書き方が深まるようにします。  

また、間違った解答や、不十分である考えもそのまま残し、大切にするよう伝えます。このこと

により、教師は間接指導の際の児童のつまずきがわかり、その後の指導に生かすことができま

す。児童にとっても自分の学習の課題を振り返るこ

とができる好機となります。低学年のうちから、「間

違い」を大切にすることを伝えていきます。  

これらは、個別の指導をより有効に進めるための

方法の 1 つで、学年間で共通性を持たせた各学

校独自のノート使用の工夫が望まれます。  
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（３）黒板やホワイトボードの使い方の工夫 

①児童が学習に見通しをもてる学習のめあてを書くこと  

    学習を進行する際、黒板に書かれた内容によって、児童は学習の見通しをもつことができま

す。本時の学習に見通しをもつことは、主体的な学びとなる契機となります。学習が始まる前

に、教師またはガイド役の児童が、黒板に本時のめあてを書いておきます。  

②児童も黒板を利用し、板書をうまく書けるよう指導すること  

間接指導の間の児童の発表の様子や

話合いの深まりをとらえるために、児童に

よる板書はとても重要な材料となります。

板書から読み取った児童の捉えをもとに、

教師はさらに学びが深まるよう直接指導

において声かけすることができるようにな

ります。そのためにも、児童がうまく板書で

きるよう指導することが大切です。  

チョークを使って書くことの困難さから時間がかかるといったマイナス面もありますが、多くの

児童が黒板に書く活動を好み、積極的に取り組みます。教師は、チョークの握り方や書く文字

の大きさ等を年度当初に確認しておきます。また、考えを出し合う際は、どの児童の考えかわ

かるように名前を明記することも大切です。その他にも、慣れてくれば発言した内容を全て書

くのではなく、要約して書いたり、付け加えは黄、反対意見は赤で囲むといったように、色チョ

ークをうまく使ってまとめたりするように工夫していきます。経験を重ねれば、ガイドが進行と板

書を同時に行えますが、初めは板書担当を

決めて行う方法もあります。また、黒板に比

べてホワイトボードは鉛筆と同じ感覚で書く

ことができるので、比較的速く書くことがで

きます。小型のホワイトボードを各自が持っ

て、うまく活用している事例もあります。  

このように、黒板でもホワイトボートでも、

板書に慣れて学習に有効に活用されるよ

う工夫することが大切です。  
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（４）多様な考えを引き出す工夫  

①教師が児童役となる  

小規模の複式学級においては、学年別指導において１人で学習しなければならない場合も

あります。そういった場合には、１人の考えでは限界があるので、教師が児童役となって考え

を出すことも多様な考え方にふれさせる方法の 1 つです。しかし、当然、児童が考える時間

を十分確保したうえでの教師の発言でなければなりません。また、内容によっては学級外の

児童、校内、家庭、地域の方々の考えにふれる機会を設けるなどして、様々な意見や考えを求
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める姿勢を育てることも大切です。  

②ノートに考えを書く時間を確保する  

児童からできるだけ多くの見方や考え方を引き出せるよう、書いて考える時間を確保しま

す。ノートに書かれた考えをもとに声かけし、さらに考えを引き出せるようにします。  

③引き出したい考えを事前に教師が予想する  

児童に多様な考えを出させたいと願うならば、何をもって多様な考えとするのか、教師は事

前に予想しておく必要があります。児童にふれさせたい考えを教師が材料としてもっていなけ

れば、児童に提案することはできません。また、考えを広げたり深めたりできる教材や発問の

工夫が必要です。  

 

（５）効果的に学年別に学習する座席配置  

  下図は、同じ教室で２つの学年が別々に学習し、１人の教員がその指導にあたる場合の教室

の座席配置の例です。                        （図  学年別指導の際の座席配置例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   一方の学年は移動黒板を用いて学習します。前面と側面を利用することによって、互いの学

習が視界に入りづらく集中しやすい、ガイド役の声の干渉がさけられるというよさがあります。教

師の立ち位置は、両学年の間とし、ガイド学習をする際は、児童の実態にもよりますが後ろから

見守り、必要に応じて支援できるようにします。また、それぞれに教卓やそれに代わる机を用意し

ておくと、教材の提示やガイド用の席として使用できます。  

  このような配置にした場合、前面や側面の掲示物はできるだけ少なくし、学習に集中できるよ
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うにします。ついたてがあれば、２つの学年の間に置くと効果的です。また、発表の仕方や学習

の約束等を前面、側面の児童から見えやすいところに掲示すると、間接指導の場面で生かせま

す。 座席配置については学校全体でよく協議して、児童の学びを低・中・高でつなげる等、教

室環境を工夫することが大切です。  

また、教科や学習内容・活動の違いに応じて、ふさわしい座席配置を工夫する等柔軟に変更

する姿勢も大切でしょう。座席配置の変更を児童が自ら提案していくことも望ましいといえるで

しょう。 

 

10．複式学級を有する学校の学校経営・学級経営 

（１）初めて複式学級を有する小学校に勤務する教職員のみなさんへ  

複式学級を有する小学校に初めて勤務する教職員の皆さんの中には、単式学級が主流

で標準的であると考え、複式学級は傍流で例外的であるといった意識をもっている人はいま

せんか。また、単式学級での教育経験をそのまま複式学級に持ち込もうとしたり、単式学級と

同じように展開できないことで複式学級では十分な教育ができないという思い込みに縛ら

れたりしていることはありませんか。もしそうだとしたら、その学校で学ぶ児童に十分な教育を

行うことはできません。まずは教師が、複式教育に対するマイナスイメージを払しょくする必要

があります。 

複式学級には単式学級や大規模校とは異なるよさや課題があり、それを教師がしっかり

認識して指導にあたれば、複式学級は、単式学級での学びを上回る教育効果が期待できま

す。逆に、教師が、複式学級であることを悲観したり、単式学級に及ばないと思い込んだりし

て指導にあたれば、教育効果を十分にあげることができないでしょう。「単式学級だった

ら・・・。」と教師が複式学級であるという現実を日々後ろ向きに捉えて児童の指導にあたると

すれば、その指導を受ける児童は自信をもって学ぶことができないでしょうし、自分たちの学

校や地域に誇りをもつことさえ到底できなくなるでしょう。 複式学級指導に熱心に取り組ん

でいる先進校を訪問し、授業を参観すると、教師の指示による受け身の学習ではなく児童自

身が進んで自分たちで授業を進めている姿に驚かされます。そして、授業協議の場では、授

業者をはじめ教職員の皆さんがいかに児童の主体的な学びを実現するために努力している

か、また、複式学級指導にやりがいをもって教育にあたっているのかが伝わってきます。先生

方からは「複式学級指導は本当におもしろいですよ。確かに大変ですけどね。」といった声が
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聞かれます。さらに、保護者の方からは「授業公開日に、うちの子らが自分たちで授業を進

めているのを見ると我が子ながらすごいなあと思うんですよ。」といった声が聞かれます。教

職員がそのよさを実感し、課題を認識して指導にあたれば、複式学級ではとても質の高い教

育を実現できるのです。  

「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律」により、日本に

は、単式学級と複式学級があります。私たち教師は、担当する学級が単式学級であろうと複

式学級であろうと、多人数の学級であろうと数名の小規模の学級であろうと、教育のプロと

して、目の前の児童に対し、今置かれている状況において最善の教育を提供する責務があり

ます。単式学級を担任している教員は、日々、１時間の授業の中で学級全員が目標を達成で

きるようにと様々な指導の工夫をしたり、提出物の確認やテストの採点等で方法を工夫した

りするでしょう。このように学級には多人数の児童を指導する教師としての専門性があるのと

同様に、複式学級には複式学級を指導する教師としての専門性があるのです。複式学級を

有する小学校に赴任したならば、日々の研鑽を通じ、複式学級指導の専門性を高めていく

必要があります。前述にある複式学級指導の留意点を十分理解するとともに実践に生かし

て、教育のプロとしての誇りと自覚をもって児童の指導にあたるよう努力しましょう。  

 

（２）管理職のリーダーシップのもと学校全体で取り組む  

学級編制や規模に関わらず、どのような小学校においても、管理職のリーダーシップのも

と学校経営がなされていますが、特に、複式学級を有する小学校において必要で特有な配

慮事項について検討してみましょう。 

①管理職が複式学級指導のよさと課題を理解して教育課程を編成する  

まず、何よりも大切なことは、管理職である校長及び教頭が、複式学級のよさに目を向

けることが大切です。  

②年度当初には複式学級指導の有効性と留意点について教職員が共通理解をもつ  

校長は、年度初めに複式学級のよさを生かした学校経営について全教職員に説明し

たり、協議したりする場を設けたりすることが大切です。校長としては、始業式を迎える前

に複式学級のよさや課題、複式学級を有する小学校に勤める教職員としての心構え等を

理解しあう機会をもつ必要があります。全ての教職員が、目指す児童像を同じくし、同じ

方向を向いて指導にあたることは、単式学級、複式学級に関わらず、教育目標を達成する
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うえでとても大切です。小規模校としてのよさを生かして、大規模校ではできないほどの

教職員間の意思の疎通を密接に図っていきましょう。  

③移行期には５年先、10 年先を見通して教育課程を編成する  

近年、少子化による児童減少に伴い、単式学級から複式学級に移行したり、複式学級

から欠学年が生じ単式学級に移行したりするといった、単複を繰り返す学級をもつ学校

が多く出てくる可能性があります。そこで校長は、今後の児童数をふまえ、学級編制の変

化を見通した教育課程編成の準備を始める必要があります。教育課程の編成は、その年

だけとか、１～２年先といった短いスパンではなく、５年先、10 年先を見通すことが求めら

れます。小学校に入学してから卒業するまでは６年間あるわけですから、入学した１年生

が小学校６年間でどのような教育課程を経て卒業するのか、説明できる必要があります。 

複式学級になる場合は、どのような指導類型をとっていくかということについても校長は

教職員とともに決定しなければなりません。教務主任や複式学級の担任一人に任される

ようなことではなく、校長がリーダーシップをもってそれぞれの指導類型の長所短所を十

分に理解し、数年先を見越して決定するようにします。 

特に、児童数の増減が続く移行期にある学校においては教育課程の編成や指導類型

の検討を迫られることになりますが、年度が変わるごとに教育課程の編成方針が変わる

と、児童や保護者は戸惑うことになりますし、一貫性のない教育課程となります。児童の学

びの連続性を考慮した教育課程の編成を心掛ける必要があります。  

 

（３）単式学級から複式学級への移行期の指導や学校経営で大切にしたいこと  

（ア）複式学級になる数年前から見通しをもって、児童育成の方針の転換を図る  

        複式学級になり学年別指導を行う場合には間接指導があり、児童が自分たちだけで

授業を進める時間が生じます。複式学級に移行する前に単式学級の時から、教師の指

示だけではなく例えばガイドにより児童が自分たちで進める授業スタイルで学習する経

験を積むことにより、複式学級になった際のとまどいが軽減できると考えられますし、教師

にとっても、間接指導の際の支援等を研究する機会になります。 また、複式学級指導で

一番難しいのが、つい手や口を出してしまい児童の主体的に取り組もうとする意欲をそ

いでしまうことです。もちろん必要なときには教師が支援しなければなりませんが、児童に

まかせ待つという視点からの授業改善をこの期間に意識し、実践していくことが大切で
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す。児童の主体的な学習を検討・工夫するよい機会としたいものです。  

このような対応は、複式学級に移行する学級だけでなく、１学級でも複式学級になる

予定ならば、その学校の他の単式学級でも同じように児童が主体的に学習を進める授

業スタイルに変えていくと効果的です。教職員全員で間接指導の在り方について研究を

深めることにもなります。  

児童数は安定的に複式学級になる学校もあれば、いったん複式学級になっても児童

数が安定せず、欠学年が生じたり単式学級へと移行したりする学校もあり、それぞれの

学校によって状況は様々です。そこで校長は、今後の児童数をふまえ、学級編制の変化

を見通した教育課程編成の準備を始める必要があります。複式学級になる場合は、どの

ような指導類型をとっていくかということについても校長は教職員とともに決定しなけれ

ばなりません。 

 

（イ）初めて複式学級を担任する教員、初めて複式学級になった学級を担任する教員への

支援  

        初めて複式学級の担任となった場合、複式学級特有の学年別指導に最もとまどいを

抱くでしょう。また、教員だけでなく、児童も新しい学び方にとまどうことと思います。  

そのような場合の初期段階において、教頭や専科教員等による効果的な支援をする方

法があります。様々な方法があると考えられますが、効果的な方法の１つとして、学年別指

導をする授業をＴ２が支援する方法があります。慣れないうちは、１人で２学年を指導する

と、一方の学年が何をしてよいかわからない状況になったり、個への支援が十分でない状

況になったりすることが生じます。そこでＴ２の教員は、両学年を俯瞰しながら見守り、例え

ば困っているガイド役の児童を支援する担当をします。そして、少しずつＴ２の出番を減ら

し、最後にはＴ１の教員１人で学年別指導ができるように移行していきます。支援の際は、

あくまで授業を進めるのはＴ１であることを忘れないようにします。 

初めて複式学級を担当することになった教員の中には、自分の学級以外は単式学級と

いうケースもあります。そういった先生方から多く聞かれるのは、自分だけが複式学級で、

なかなか他の教員と課題を共有できず孤独を感じるといった感想です。特定の教員だけ

でなく、校内の全教職員がＴ２として授業にかかわることで、皆で授業者と課題を共有しな

がら学校全体で支援していくことが大切です。  



- 35 - 

 

また、初めて複式学級を担任する教員の学級と同様に、たとえ複式学級指導の経験が

ある担任が授業する場合においても、単式学級から初めて複式学級になった学級の場合

は、児童が学習スタイルにとまどうことが予想されます。そういった児童の支援のために、

年度当初は慣れるまでＴ２が支援をすると効果的です。  

 

（４）保護者や地域の方々へ複式学級指導について情報を発信する  

教職員が同じ方向を向いて指導にあたることと同様に、保護者や地域の方々と複式学級

指導のよさを共有することが大切です。保護者や地域の方々が、学校の複式学級のよさに

目を向けた取組を知れば、家庭や地域で児童の主体的な学びの姿が認められ、相乗効果

により児童の学びはさらに伸びていきます。一方、学校の複式学級指導が不十分であれば、

保護者の方は学校の教育へ不安感や不信感を抱くことにつながりかねません。  

単式学級編制だった学校に初めて複式学級ができる際、その事実を保護者に伝えるタイ

ミングは、当該年度当初、１年前、２年前と様々な時期が考えられますが、初めに伝えること

ができるのは、対象となる児童が入学した時でしょう。児童が入学する時には、その児童が

卒業する時の児童数は推定できる状況にあります。例えば小学校３年生で複式学級になる

ことが推測されたならば、入学時の説明会において、その事実を伝えておくことが望まれま

す。加えて、複式学級指導のよさと課題について、あるいはそれまでの学校の準備体制につ

いて伝えていくことが、保護者の方々の安心へつながります。  

地域の方々への発信も大切です。少子化による児童減少は、学校だけでなく地域にとって

も大きな課題です。児童数の減少を受け、市町村によっては統廃合が進んでいるところもあ

ります。時には保護者や地域の方々から複式学級指導の是非について問われることもある

かもしれません。その際に、私たちは教育のプロとして、胸を張って、複式学級、単式学級それ

ぞれによさと課題があり、いずれの学級編制であってもそれぞれのよさを生かした最善の教

育をしているのだということを、自信をもって説明できなければなりません。 

また、もともと複式学級を有する小学校の場合も、学校便りや学級便り等で機を捉えて複

式学級指導のよさや学校の取組について発信します。小学校１年生が入学する際は、前述

の場合と同様に保護者に対し丁寧に説明する必要があります。 

最後に、中学校への発信についてもふれます。学年別指導の様子を中学校の教職員に授

業公開し、中学校区で主体的な学びのスタイルを共有し、中学校での学びにつなげていくこ



- 36 - 

 

とが大切です。 

以上、保護者や地域の方々、中学校への説明についてふれてきましたが、小学校の教職

員誰もが同じスタンスで説明できるようにすることが大切です。 

  

（５）複式教育に係る校内研修・校内研究  

これまでも述べてきたように、複式学級指導は複式学級を担任する教員だけでなく、今後

１学級でも複式学級になる学年があるならば、学校全体で研修を深める必要があります。

複式学級になる数年前から、複式学級指導を核とした校内研修や校内研究を実施すること

でより研究が深まります。 特に、先進校への視察は効果的です。複式学級指導により、主体

的に学ぶ児童の姿や複式学級であることを誇りに思い日々指導に取り組む教員の姿にふ

れることは、自分たちの目指す姿がイメージできることにつながります。１人よりも２人、可能

ならば学校の教職員全員で出かけることで、複式学級指導イメージを共有でき、その後の

研究の推進につなげられます。なお、他都道府県に出かける際は、学級編制や教員の加配

等が本県とは異なる場合があることに留意しておく必要があります。  

複式学級指導に係る研修や研究は、単式学級のそれ以上に教育課程の編成や学校経営

に大きく関わってきます。研究主任だけではなく、管理職こそ積極的に研修や研究に関わっ

ていくことが大切です。 

なお、インターネットで複式指導にかかわる資料は指導案も含めたくさん情報収集するこ

とができる状況にあります。目の前の子どもたちの実態や地域の実情に応じて、年間計画や

単元構成について、検索し、実践していくことも重要です。一度に２学年を教えることは大変

なことですが、それ以上に充実した教師人生になることは間違いないことです。子どもたち

のために頑張ることが、教師の仕事、使命であることを自覚し、実践していってほしいです。 

（６）複式学級を有する学校間の協力  

学校内で課題を抱え込まず、複式学級を有する近隣の学校との協力体制をつくることも

大切です。教育課程の編成や、授業協議の交流等で情報を共有していくことで、複式学級

指導についての研修や研究を深めていくことができます。 

国指定のへき地校の場合は、県へき地教育研究会や全国へき地教育研究連盟が開催す

る授業研修会等に参加する機会があります。理事会等もあって校長同士の意見交換も行わ

れやすい状況にあります。しかし、国指定のへき地校ではない学校は、他の学校との交流の
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機会が少なくなりやすいようです。情報不足等により、教育課程の編成や教科書の無償給

与事務等で課題が生じている状況もあります。より意識して市教委や他の学校との連携を

密にし、情報交換をするとよいでしょう。 

先進校では、市郡教育研究会単位で各教科の年間指導計画等を共同で作成していたと

ころもあったようです。年間指導計画だけでなく、同じ教科書で学ぶ学校同士が協力して学

習ガイドを作成したり、共同で教材研究をして教材の精度をあげたりすれば、準備に係る負

担を減らすことができます。 
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